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じ
め
に

渡
　
邉
　
大
　
輔

　
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
初
等
教
育
の
公
的
制
度
化
が
始
ま
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
革

命
期
以
降
で
あ
る
。
一
八
世
紀
に
は
「
小
さ
な
学
校
（
噂
。
欝
。
①
8
回
①
）
」
が
広
範

に
存
在
し
て
い
た
が
、
主
た
る
担
い
手
で
あ
っ
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
禁
止
措
置
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
え
ソ

て
、
そ
の
多
く
が
機
能
を
失
っ
て
い
た
。
一
九
世
紀
に
は
い
る
と
、
七
月
王
政
期

の
ギ
ゾ
ー
法
、
第
二
帝
政
期
の
フ
ァ
ル
i
法
、
デ
ュ
リ
ユ
イ
改
革
な
ど
、
初
等
教

育
の
法
的
整
備
に
関
す
る
様
々
な
試
み
が
な
さ
れ
、
第
三
共
和
政
期
に
は
フ
ェ
リ
ー

法
に
よ
り
無
償
・
義
務
・
世
俗
を
原
則
と
し
た
公
初
等
教
育
体
制
が
確
立
さ
れ
る
。

こ
の
体
制
は
ま
た
、
教
育
に
お
け
る
階
層
分
化
と
不
可
分
で
あ
っ
た
。

　
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
初
等
教
育
は
、
こ
れ
ま
で
以
下
の
四
点
か
ら
研
究
さ
れ

て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
第
一
に
制
度
史
と
し
て
は
、
フ
ェ
リ
ー
法
を
頂
点
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
諸
立
法
の
役
割
を
大
き
く
評
価
す
る
研
究
が
存
在
す
る
。
第
二
に
政
治
史
で

は
、
初
等
教
育
の
展
開
を
教
育
の
自
由
を
め
ぐ
る
国
家
と
教
会
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　

い
の
場
と
し
て
捉
え
分
析
す
る
研
究
が
み
ら
れ
る
。
第
三
に
社
会
史
で
は
、
各
地

域
の
支
配
階
層
・
聖
職
者
・
民
衆
の
反
応
の
あ
り
よ
う
や
教
師
像
の
変
遷
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
リ

多
様
な
対
象
に
光
が
当
て
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
初
等
教
育
が
古
典
的
な
階
級
形

成
や
規
律
化
の
み
な
ら
ず
文
化
的
再
生
産
や
生
－
政
治
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
の
視

座
か
ら
も
検
討
さ
れ
、
ま
さ
に
百
花
績
乱
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
個

別
の
地
域
や
テ
ー
マ
と
全
体
的
な
問
題
と
が
接
合
さ
れ
ず
、
安
易
な
一
般
化
に
帰

結
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
接
合
の
た
め
に
は
、
第
四
の
数
量

史
的
な
分
析
が
不
可
欠
と
な
る
が
、
こ
の
領
域
に
関
し
て
は
国
外
の
研
究
の
進
展

に
も
関
わ
ら
ず
、
本
邦
の
研
究
に
そ
の
成
果
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
初
等
教
育
に
関
す
る
数
量
史
研
究
を
紹
介
し
た
い
。
本
書
の
目
的

は
、
一
九
世
紀
初
頭
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
統
計
の
分
析
を

つ
う
じ
て
、
学
校
と
国
家
と
社
会
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
は
膨

大
な
数
の
統
計
資
料
を
、
標
準
偏
差
や
相
関
係
数
、
回
帰
曲
線
や
ク
ラ
ス
タ
ー
な

ど
の
統
計
学
的
方
法
を
駆
使
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
し
た
結
果
か
ら
、
テ
ー
マ

ご
と
に
数
多
く
の
図
表
を
整
理
し
、
詳
細
な
説
明
を
付
し
て
い
る
。
そ
の
豊
か
な

内
容
は
ま
さ
に
フ
ラ
ン
ス
初
等
教
育
数
量
史
研
究
の
金
字
塔
と
い
う
べ
き
も
の
だ

ろ
う
。
本
書
の
意
義
は
、
先
程
の
研
究
動
向
を
ふ
ま
え
て
以
下
の
四
点
に
整
理
で

き
よ
う
。
本
書
は
国
家
・
教
会
・
社
会
に
つ
い
て
、
第
一
に
国
家
の
諸
立
法
が
初

等
教
育
の
進
展
に
先
行
し
た
か
否
か
を
検
証
し
、
第
二
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
初
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等
教
育
の
進
展
に
果
た
し
た
役
割
を
再
評
価
し
、
第
三
に
農
民
の
教
育
に
対
す
る

無
関
心
や
嫌
悪
が
、
世
紀
前
半
の
地
域
社
会
に
お
け
る
初
等
教
育
進
展
の
障
害
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

な
っ
た
と
い
う
見
解
を
修
正
し
た
。
そ
し
て
第
四
に
、
全
体
と
し
て
本
書
は
統
計

に
内
包
さ
れ
る
諸
問
題
に
配
慮
し
な
が
ら
、
新
た
な
初
等
教
育
史
像
を
提
起
し
た

の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
一
九
九
〇
年
ま
で
の
初
等
教
育
史
研
究
の

到
達
点
や
問
題
点
を
把
握
す
る
上
で
不
可
欠
な
論
点
を
網
羅
的
に
検
討
し
、
ま
た

新
た
な
問
題
点
と
課
題
を
明
確
に
し
た
こ
と
で
、
そ
の
後
の
研
究
の
進
展
に
大
き

く
寄
与
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
本
書
は
二
〇
〇
二
年
に
フ
ラ
ン
ス
語
に

翻
訳
さ
れ
、
下
膳
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
そ
こ
で
は
本
書

が
描
出
し
た
初
等
教
育
史
像
と
そ
の
問
題
点
が
、
出
版
後
の
研
究
動
向
を
ふ
ま
え

て
整
理
さ
れ
、
新
た
な
課
題
が
再
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
本
書
の
主
張
が

フ
ラ
ン
ス
初
等
教
育
史
研
究
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
今
日
で
も
説
得
力

を
有
す
る
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で

　
　
さ
　

あ
る
。第

一
章

第
二
中

正
三
章

第
四
章

笛
五
章

第
六
十

二
七
章

第
八
章

歴
史
的
諸
問
題
と
諸
統
計

学
校
の
利
用
可
能
性

一
八
二
九
年
か
ら
↓
九
〇
六
年
の
学
校
と
生
徒

万
人
へ
の
教
育
に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
貢
献

女
子
教
育

男
性
教
師
、
女
性
教
師

初
等
学
校
を
取
り
囲
む
シ
ス
テ
ム

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　
第
一
章
で
は
研
究
史
の
系
譜
と
問
題
点
が
整
理
さ
れ
、
ま
た
史
料
や
統
計
学
的

分
析
の
説
明
が
な
さ
れ
る
。
第
二
・
三
章
で
は
主
に
学
校
数
と
在
籍
生
徒
数
を
指

標
と
し
て
、
初
等
教
育
の
進
展
に
関
す
る
全
体
的
な
見
取
り
図
が
示
さ
れ
る
。
つ

づ
く
第
四
・
五
⊥
ハ
・
七
章
で
は
、
個
別
の
テ
ー
マ
が
学
校
数
や
在
籍
生
徒
数
と

の
関
連
か
ら
検
討
さ
れ
る
。
第
八
章
で
は
教
育
予
算
が
論
じ
ら
れ
、
章
末
に
結
論

に
か
わ
る
形
で
ま
と
め
と
展
望
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
以
下
の
三
点
を
中
心
に
本
書
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
第
］
に
、

一
章
か
ら
本
書
が
提
起
す
る
問
題
と
統
計
学
的
分
析
の
独
自
性
を
整
理
す
る
。
第

二
に
、
二
・
三
章
を
中
心
に
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
初
等
教
育
の
全
体
像
と
諸
立
法

と
の
関
わ
り
を
描
出
す
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
従
来
あ
ま
り
強
調
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
初
等
教
育
の
進
展
に
果
た
し
た
役
割
、
民
衆
の
社
会
的

上
昇
可
能
性
、
教
育
予
算
に
つ
い
て
、
全
体
像
と
の
関
連
を
視
野
に
入
れ
て
四
章

以
下
か
ら
整
理
す
る
。

研
究
史
の
考
察
と
統
計
学
的
分
析
に
つ
い
て

　
著
者
は
初
等
教
育
史
研
究
の
系
譜
を
四
段
階
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
の
誕
生
は

一
九
世
紀
後
半
で
あ
り
、
初
等
教
育
の
さ
ら
な
る
普
及
を
目
的
に
、
制
度
史
的
検

討
や
統
計
を
通
じ
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
な
さ
れ
た
。
世
紀
転
換
期
に
第
二
段
階
へ

の
移
行
が
生
じ
、
初
等
教
育
史
は
当
時
の
政
治
的
対
立
を
受
け
て
、
右
派
と
左
派

あ
る
い
は
教
会
と
国
家
の
闘
争
の
場
と
し
て
検
討
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
「
単
一
に

し
て
不
可
分
な
」
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
形
成
を
目
的
と
し
て
、
教
育
行
政
と
教
育
史

研
究
が
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
新
た
な
段
階
が
始

一102一
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ま
る
。
近
代
化
と
の
関
係
で
、
公
教
育
お
よ
び
識
字
と
社
会
構
造
の
変
化
と
の
関

連
が
焦
点
と
な
り
、
社
会
的
流
動
性
や
教
職
の
専
門
化
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
関
心

が
移
行
し
た
。
六
〇
年
代
以
降
が
最
新
の
段
階
と
さ
れ
、
そ
こ
で
は
さ
ら
に
細
分

化
さ
れ
た
地
域
・
対
象
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
、
様
々
な
学
問
的
デ
ィ
シ
プ

リ
ン
に
よ
る
新
た
な
問
題
提
起
と
通
説
の
修
正
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　
こ
の
従
来
の
研
究
に
対
し
て
、
著
者
は
三
つ
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
第
一
に
、

初
等
教
育
の
進
展
に
諸
立
法
が
果
た
し
た
役
割
を
強
調
す
る
視
点
で
あ
る
。
こ
う

し
た
国
家
の
役
割
、
い
わ
ば
上
か
ら
の
変
容
に
著
者
は
疑
義
を
呈
し
、
統
計
に
よ
っ

て
諸
立
法
の
影
響
力
を
検
証
す
る
と
同
時
に
、
地
域
や
民
衆
と
い
っ
た
観
点
を
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

定
す
る
必
要
性
を
論
じ
て
い
る
。
第
二
に
、
革
命
後
の
フ
ラ
ン
ス
が
「
単
一
に
し

て
不
可
分
の
」
フ
ラ
ン
ス
国
民
を
創
出
す
る
た
め
に
、
包
摂
と
排
除
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
不
断
に
稼
働
さ
せ
た
と
い
う
、
国
民
国
家
形
成
の
視
座
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
著
者
は
、
教
育
史
研
究
が
宗
教
や
言
語
の
問
題
を
一
方
で
は
国
民

統
合
に
帰
結
さ
せ
、
ま
た
他
方
で
は
そ
の
多
様
性
あ
る
い
は
中
央
（
国
家
）
と
地

方
の
対
抗
関
係
を
強
調
し
て
き
た
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
が
安
易
な

普
遍
化
あ
る
い
は
差
異
化
と
い
う
陥
穽
に
は
ま
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、

い
つ
ど
こ
で
何
が
問
題
と
な
っ
た
か
を
統
計
的
に
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

　
　
　
　
　
お
ら

述
べ
て
い
る
。
第
三
点
は
、
初
等
教
育
の
役
割
と
そ
の
評
価
に
関
わ
る
。
初
等
教

育
が
社
会
的
流
動
性
を
も
た
ら
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
従
来
マ
ル
ク
ス
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
文
化
的
再
生
産
の
文
脈
か
ら
否
定
的
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
著
者

は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
統
計
に
よ
り
初
等
学
校
と
そ
の
前
後
の
教
育
階
梯
と
の

結
び
つ
き
に
再
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　
著
者
は
こ
れ
ら
の
検
証
に
用
い
る
統
計
資
料
を
、
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
復
古
王
政
期
に
公
式
の
”
初
等
教
育
統
計
（
Q
。
欝
欝
鼠
蓉
曾
回
・
紹

。・

処齡

ﾖ
①
ヨ
。
黒
嘗
鑓
爵
。
）
”
が
誕
生
し
た
が
、
そ
の
成
立
基
盤
は
脆
弱
で
残
存
史
料

も
断
片
的
で
あ
っ
た
。
七
月
王
政
に
よ
り
、
一
八
三
三
年
に
こ
の
統
計
は
独
自
の

部
局
・
職
員
と
と
も
に
組
織
さ
れ
、
調
査
方
法
も
徐
々
に
精
緻
な
も
の
に
な
る
。

そ
し
て
、
第
三
共
和
政
初
期
に
調
査
は
全
国
的
な
一
貫
性
を
獲
得
し
、
先
行
統
計

の
集
計
も
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
統
計
は
本
書
の
分
析
の
中
心
を
な
し
て

お
り
、
統
計
年
次
は
一
八
二
九
、
三
三
、
三
七
、
五
〇
、
六
三
、
六
七
、
七
六
、

八
一
、
八
六
、
九
一
、
九
六
、
一
九
〇
一
、
〇
六
年
と
、
政
教
分
離
が
確
立
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
を
対
象
と
す
る
。
ま
た
、
人
口
や
経
済
と
の
関
連
の
検
討
に

は
“
フ
ラ
ン
ス
一
般
統
計
（
Q
。
§
陣
。
・
贅
蕊
α
Q
σ
器
魚
轟
轟
黒
氏
磐
8
）
”
を
、
数
値

の
妥
当
性
の
確
認
に
は
多
く
の
先
行
研
究
と
そ
の
他
の
統
計
資
料
を
用
い
て
い
る
。

　
統
計
の
分
析
方
法
と
し
て
は
比
率
が
重
要
視
さ
れ
、
数
量
だ
け
で
は
計
る
こ
と

が
で
き
な
い
初
等
教
育
の
浸
透
度
が
検
討
さ
れ
る
。
ま
た
、
あ
る
指
標
と
他
の
指

標
（
ま
た
は
別
の
時
期
の
同
じ
指
標
）
と
の
正
負
の
相
関
関
係
か
ら
、
諸
事
象
の

結
び
つ
き
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
面
著
者
は
、
統
計
が
内
包
す
る
諸
問

題
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
ず
、
統
計
が
ど
れ
だ
け
事
実
を
正
確
に
反
映
す
る
の
か

と
い
う
点
で
あ
る
。
統
計
実
施
方
法
の
不
徹
底
に
よ
り
判
断
の
基
準
が
曖
昧
と
な

る
こ
と
や
、
報
告
者
に
よ
る
恣
意
的
な
デ
ー
タ
の
操
作
も
あ
り
う
る
。
著
者
は
統

計
資
料
を
慎
重
に
検
討
し
、
こ
の
問
題
か
ら
生
じ
う
る
数
値
の
変
動
は
多
く
見
積

も
っ
て
も
一
～
二
％
で
あ
り
、
全
国
的
傾
向
は
変
化
し
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

次
に
、
数
値
と
文
字
史
料
の
問
に
み
ら
れ
る
ギ
ャ
ッ
プ
の
問
題
が
あ
る
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
次
節
で
具
体
的
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。
著
者
は
さ
ら
に
、

本
書
の
統
計
分
析
が
有
す
る
限
界
に
も
触
れ
、
統
計
年
次
が
約
五
年
ご
と
で
あ
る
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こ
と
、
一
八
四
〇
～
五
〇
、
五
〇
～
六
三
年
の
公
式
統
計
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
最
小
の
分
析
単
位
が
県
に
留
ま
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

二
　
学
校
数
・
在
籍
生
徒
数
・
就
学
率

　
本
節
で
本
書
の
第
二
・
三
章
を
あ
わ
せ
て
論
じ
る
理
由
は
、
学
校
の
存
在
と
生

徒
の
通
学
は
次
元
の
異
な
る
現
象
で
あ
り
、
こ
の
両
者
の
関
連
を
問
わ
ず
に
初
等

教
育
の
進
展
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
初
等
教
育
の

進
展
に
つ
い
て
、
学
校
数
・
在
籍
生
徒
数
と
就
学
率
・
学
校
数
と
生
徒
数
の
相
関

関
係
の
三
点
を
軸
に
、
著
者
の
論
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

　
第
一
に
学
校
数
の
全
国
的
変
化
は
、
一
八
四
三
年
ま
で
に
急
速
な
増
加
が
み
ら

れ
、
特
に
↓
八
三
三
年
の
ギ
ゾ
ー
法
以
前
に
顕
著
で
あ
る
。
し
か
も
対
人
口
比
を

参
照
す
る
と
、
ギ
ゾ
ー
法
以
降
の
成
長
率
が
下
方
修
正
さ
れ
る
。
そ
の
後
で
は
、

第
二
帝
政
初
期
と
フ
ェ
リ
ー
法
前
後
に
相
対
的
高
成
長
率
を
示
し
て
い
る
。
以
上

を
根
拠
と
し
て
、
著
者
は
従
来
の
見
解
と
は
異
な
り
、
ギ
ゾ
ー
法
が
初
等
学
校
へ

の
既
存
の
需
要
を
反
映
し
た
立
法
で
、
そ
の
進
展
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
初
等
学

校
の
保
持
を
各
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
義
務
づ
け
た
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

れ
を
手
術
し
て
、
学
校
数
の
増
加
は
国
家
で
は
な
く
ロ
ー
カ
ル
な
イ
ニ
シ
ア
テ
イ

ヴ
に
よ
り
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

　
第
二
に
在
籍
生
徒
数
は
、
学
校
数
と
同
様
に
世
紀
前
半
、
特
に
ギ
ゾ
ー
法
前
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

に
顕
著
な
増
加
が
み
ら
れ
る
。
対
学
童
人
口
比
（
便
宜
的
に
就
学
率
と
す
る
）
は
、

同
じ
く
世
紀
前
半
の
増
加
率
が
高
く
、
フ
ェ
リ
ー
法
以
前
に
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
に
到

　
　
　
　
　
ロ
　

達
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
全
国
的
趨
勢
と
し
て
在
籍
生
徒
数
は
概
ね
学
校
数
に
伴

い
増
加
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
就
学
率
の
把
握
に
は
留
意
す
べ
き
点
、
す

な
わ
ち
学
童
人
口
数
の
不
正
確
さ
と
学
齢
（
六
～
＝
二
歳
）
外
の
生
徒
の
存
在
、

が
あ
る
。
そ
こ
で
本
書
は
、
学
童
人
口
数
で
可
能
性
と
し
て
の
最
大
値
を
と
る
こ

と
に
よ
り
、
就
学
率
の
過
大
評
価
を
避
け
て
い
る
。
ま
た
学
齢
に
つ
い
て
も
、
著

者
は
五
～
一
五
歳
と
い
う
も
う
一
つ
の
基
準
を
用
い
て
検
討
し
、
先
述
の
趨
勢
と

の
齪
齢
が
生
じ
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
書
は
就
学
率
と
初
等

教
育
の
進
展
に
関
し
て
、
興
味
深
い
主
張
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
著
者
は
就
学
率

五
〇
％
・
七
五
％
・
一
〇
〇
％
と
い
う
三
つ
の
指
標
を
設
定
し
、
各
々
の
指
標
が

持
つ
意
味
を
定
め
る
と
と
も
に
、
各
県
ご
と
の
初
等
教
育
浸
透
の
傾
向
を
整
理
し

て
い
る
。
ま
ず
五
〇
％
と
は
、
“
半
数
の
学
童
が
完
全
に
出
席
”
と
“
す
べ
て
の

学
童
が
半
年
出
席
”
の
問
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
”
半
数
以
上
の
生
徒
が
少
な
く
と

も
数
年
就
学
”
を
意
味
す
る
と
し
、
著
者
は
こ
の
指
標
に
初
等
教
育
の
公
的
シ
ス

テ
ム
の
基
礎
確
立
と
い
う
意
義
を
与
え
る
。
三
七
年
に
半
数
以
上
、
五
〇
年
に
四

分
の
三
以
上
、
七
六
年
に
す
べ
て
の
県
が
こ
の
指
標
を
達
成
す
る
。
次
に
七
五
％

と
は
、
“
学
校
に
行
か
な
い
学
童
が
例
外
化
”
を
意
味
す
る
と
さ
れ
る
。
三
七
年

に
四
分
の
一
以
上
、
八
一
年
に
は
す
べ
て
の
県
が
達
成
し
て
い
る
。
最
後
に
一
〇

〇
％
は
、
五
〇
年
に
約
四
分
の
一
、
六
七
年
に
半
数
以
上
、
八
一
年
に
は
九
割
以

上
の
県
で
達
成
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
就
学
率
は
フ
ェ
リ
ー

法
以
前
に
極
め
て
高
い
水
準
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
し
か
し
、
以
上
の

考
察
は
限
ら
れ
た
指
標
か
ら
得
ら
れ
た
結
論
に
す
ぎ
ず
、
初
等
教
育
の
社
会
的
な

浸
透
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
出
席
率
の
把
握
が
必
要
と
な
る
。
た
だ
し
、

出
席
簿
の
公
的
な
記
録
・
保
管
の
制
度
化
は
八
六
年
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
コ
ミ
ュ
ー

ン
や
個
人
の
断
片
的
な
史
料
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
で
も
、
六
〇
年
代
の
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調
査
に
よ
る
と
平
均
し
て
半
年
程
度
の
出
席
（
宗
派
系
初
等
学
校
の
出
席
率
は
さ

ら
に
高
い
と
推
測
さ
れ
る
）
が
認
め
ら
れ
、
八
六
年
に
長
期
欠
席
が
約
一
〇
％
の

生
徒
に
し
か
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
著
者
は
規
則
的
な
出
席
の
常
態
化
と
就
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

年
限
の
長
期
化
は
疑
い
え
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
学
校
数
と
生
徒
数
と
の
相
関
関
係
と
比
率
に
つ
い
て
、
世
紀
前
半
に

学
校
数
と
生
徒
数
は
極
め
て
有
意
な
正
の
相
関
関
係
を
示
す
が
、
そ
の
数
値
は
次

第
に
低
下
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
世
紀
前
半
は
需
要
の
あ
る
地
域
に
学
校
が
設
立

さ
れ
、
そ
れ
が
生
徒
数
の
増
加
に
直
接
つ
な
が
っ
た
が
、
世
紀
中
葉
に
な
る
と
学

校
は
僻
地
の
小
村
や
人
口
が
分
散
し
た
地
域
に
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
徒

数
の
増
加
が
緩
慢
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
第
三
共
和
政
期
に
は
、
一
学
校
あ

た
り
の
生
徒
数
が
減
少
す
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
著
者
は
男
女
別
学
や
校
舎
改
築

な
ど
教
育
の
質
的
改
善
へ
の
配
慮
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
フ
ェ

リ
ー
法
が
確
立
し
た
と
さ
れ
る
無
償
教
育
も
、
七
二
年
に
は
約
半
数
の
生
徒
が
学

費
の
全
額
免
除
な
い
し
は
一
部
免
除
を
受
け
る
と
い
う
形
で
、
一
定
程
度
の
実
現

を
み
て
い
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
著
者
は
以
上
の
指
標
を
地
域
ご
と
に
整
理
す
る
こ
と
で
、
初
等
教
育

浸
透
の
地
域
的
傾
向
を
傭
賭
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
ず
著
者
は
、
初
等
教
育
先

進
県
と
後
進
県
と
の
格
差
の
要
因
と
し
て
、
都
市
化
と
富
の
地
域
差
を
挙
げ
る
。

こ
の
格
差
は
七
月
王
政
期
以
降
顕
著
に
縮
小
し
、
特
に
都
市
人
口
率
と
就
学
率
の

正
の
相
関
関
係
は
、
一
八
六
七
年
以
降
有
意
に
は
認
め
ら
れ
な
く
な
る
。
し
か
し

第
三
共
和
親
筆
に
は
い
る
と
、
国
家
平
均
水
準
に
黒
々
す
る
こ
の
動
き
は
緩
慢
と

な
り
、
最
終
的
に
地
域
ご
と
の
差
異
は
残
存
す
る
。
他
方
で
、
県
ご
と
の
ヒ
エ
ラ

ル
ヒ
ー
は
静
霊
的
に
推
移
す
る
。
こ
れ
を
著
者
は
、
初
等
教
育
の
進
展
が
ロ
ー
カ

ル
な
要
因
に
規
定
さ
れ
、
均
質
化
へ
向
か
い
つ
つ
も
そ
の
地
域
的
影
響
力
を
失
わ

な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
す
る
。
次
に
、
先
行
研
究
に
お
け
る
様
々
な
地
域
類

型
の
妥
当
性
を
検
証
し
、
い
ず
れ
も
初
等
教
育
史
の
分
析
尺
度
と
し
て
最
適
で
は

な
い
と
す
る
。
例
え
ば
有
名
な
サ
ン
鐸
マ
ロ
・
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
線
は
、
そ
の
二
分
法

に
よ
り
多
く
の
要
素
が
捨
象
さ
れ
、
南
部
の
成
長
や
気
候
・
地
勢
・
人
口
・
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
レ

的
多
様
性
が
見
落
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
著
者
は
、
初
等
教
育
の
進
展
を

示
す
い
く
つ
か
の
指
標
の
分
散
が
最
少
に
な
る
よ
う
な
地
域
類
型
を
試
み
、
そ
こ

か
ら
地
域
的
な
傾
向
を
抽
出
す
る
。
ま
ず
学
校
数
に
関
し
て
は
、
国
境
付
近
や
外

港
が
存
在
す
る
な
ど
外
国
と
の
交
流
・
競
争
が
盛
ん
な
地
域
に
先
進
県
が
多
い
と

し
、
そ
れ
ら
は
全
体
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
周
辺
部
を
囲
む
リ
ン
グ
を
形
成
す
る
と
い

う
。
逆
に
後
進
県
は
、
山
岳
地
方
（
特
に
ピ
レ
ネ
ー
）
お
よ
び
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
か

ら
中
部
地
方
に
か
け
て
の
く
さ
び
状
の
地
域
（
ζ
く
Φ
ω
僻
O
舅
　
≦
0
島
o
q
O
）
に
位
置
す
る

と
い
う
。
ま
た
在
籍
生
徒
数
で
も
、
北
東
部
が
先
進
的
で
、
先
の
く
さ
び
状
の
地

域
が
後
進
的
で
あ
る
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
後
進
地
域
は
ブ
ル
タ
ー

ニ
ュ
と
中
部
フ
ラ
ン
ス
に
分
裂
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
地
域
的
傾
向
に
お
い

て
初
等
教
育
の
極
め
て
急
激
な
進
展
が
み
ら
れ
る
の
は
、
先
進
県
に
隣
接
す
る
県

と
山
岳
地
方
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
う
し
た
数
値
上
の
初
等
教
育
の
進
展
と
文
字
史
料
の
問
に
は
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
E
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
な
ど
の
研
究
は
、
視
学
官
の

初
等
教
育
に
関
す
る
報
告
に
お
い
て
、
民
衆
の
問
に
教
育
へ
の
抵
抗
と
無
関
心
が

根
強
か
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
が
、
対
象
が
教
育
後
進
県
で
あ
る
た
め
、
著

者
は
こ
の
点
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
夏
の
出
席

率
の
低
さ
を
抵
抗
の
証
左
と
す
る
研
究
に
対
し
て
も
、
一
八
七
〇
年
代
ま
で
夏
の
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欠
席
は
ご
く
一
般
的
な
習
慣
で
あ
り
、
説
得
力
を
欠
く
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

視
学
官
の
報
告
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
初
等
教
育
へ
の
好
意
的
な
見
解
も
同
様

に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
世
紀
前
半
の
初
等
教
育
の
順
調
な
進
展
は
覆
さ
れ
な
い

と
著
者
は
主
張
す
る
。
確
か
に
子
供
を
通
学
さ
せ
な
い
親
は
存
在
し
た
が
、
そ
の

理
由
に
は
貧
困
・
天
候
・
距
離
・
労
働
な
ど
が
存
在
し
、
必
ず
し
も
抵
抗
や
無
関

心
が
理
由
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
労
働
史
に
お
い
て
も
、
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　

者
に
お
け
る
教
育
へ
の
強
い
欲
求
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

各
県
の
視
学
官
史
料
に
お
け
る
否
定
的
な
報
告
は
、
補
助
金
の
獲
得
を
目
指
し
た

戦
略
的
行
為
や
、
教
育
的
成
果
が
あ
が
ら
な
い
と
き
の
弁
明
で
あ
っ
た
可
能
性
が

高
い
と
さ
れ
る
。
中
央
の
教
育
行
政
担
当
者
に
お
け
る
否
定
的
な
見
解
も
、
教
育

へ
の
無
関
心
を
言
説
と
す
る
こ
と
で
、
地
方
当
局
に
圧
力
を
か
け
て
一
層
の
努
力

を
促
そ
う
と
し
た
側
面
が
大
き
い
と
著
者
は
述
べ
て
い
る
。

　
以
上
の
分
析
か
ら
、
著
者
は
学
校
数
と
生
徒
数
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
結
論

づ
け
る
。
ま
ず
、
学
校
数
・
生
徒
数
の
増
加
は
、
立
法
が
そ
の
主
要
因
だ
っ
た
の

で
は
な
く
、
ロ
ー
カ
ル
な
要
因
に
大
き
く
規
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
大
ま
か
な

時
期
区
分
を
設
け
る
と
、
第
一
に
一
八
二
九
～
五
〇
年
に
か
け
て
急
速
な
量
的
増

加
が
生
じ
、
初
等
教
育
の
公
的
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
た
。
第
二
に
一
八

六
三
～
七
六
年
に
は
、
義
務
教
育
が
全
国
的
に
普
及
し
た
。
そ
し
て
第
三
に
、
一

八
七
六
～
一
九
〇
六
年
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
、
教
育
の
質
へ
の
移
行
が
進

行
す
る
。
次
に
地
域
的
傾
向
は
、
極
め
て
早
期
す
な
わ
ち
ギ
ゾ
i
法
前
後
に
明
ら

か
と
な
る
。
例
え
ば
、
一
八
三
二
年
に
就
学
率
の
低
い
県
は
一
〇
〇
％
達
成
ま
で

に
時
間
を
要
し
、
逆
に
高
い
県
は
時
間
を
要
さ
な
い
の
で
あ
る
。
．
ま
た
著
者
に
よ

れ
ば
、
就
学
率
が
一
〇
％
か
ら
三
〇
％
ま
で
の
上
昇
と
、
七
〇
％
を
越
え
て
か
ら

の
上
昇
は
早
い
が
、
そ
の
間
の
上
昇
に
は
相
対
的
に
長
い
期
間
が
か
か
っ
て
お
り
、

こ
の
プ
ラ
ト
ー
現
象
の
解
明
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

羅
　
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
・
社
会
的
三
舞
・
教
育
予
算

　
本
節
で
は
、
前
節
で
描
出
し
た
初
等
教
育
の
全
体
像
を
前
提
に
、
第
四
章
以
下

か
ら
三
つ
の
テ
ー
マ
を
と
り
あ
げ
て
紹
介
し
た
い
。
こ
れ
ら
は
、
著
者
が
指
摘
す

る
研
究
史
上
の
問
題
点
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
旦
ハ
体
的
に
は
、
第
一
に
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
が
国
家
と
の
二
項
対
立
の
な
か
で
分
析
さ
れ
た
結
果
、
初
等
教
育
の
進
展

に
果
た
し
た
役
割
に
関
し
て
否
定
的
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
問
題
、
第
二
に
初

等
教
育
の
進
展
が
民
衆
の
社
会
的
上
昇
を
も
た
ら
し
た
か
否
か
と
い
う
問
題
、
そ

し
て
第
三
に
従
来
の
研
究
で
は
あ
ま
り
関
心
が
寄
せ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
地
域
の

自
律
性
を
検
証
す
る
際
に
有
効
で
あ
る
教
育
予
算
の
問
題
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
著
者
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
と
り
あ
げ
る
に
あ
た
り
、
初
等
学
校
に

お
け
る
公
立
と
私
立
の
区
分
は
、
学
校
が
公
的
な
支
出
を
受
け
て
い
る
か
否
か
に

よ
っ
て
な
さ
れ
、
世
俗
系
と
宗
派
系
の
区
分
は
、
教
師
が
聖
職
者
か
否
か
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
リ
り

て
な
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
ま
ず
、
宗
派
系
初
等
学
校
の
対
曲
学

校
比
を
み
る
と
、
第
二
帝
政
期
、
地
域
的
に
は
初
等
教
育
後
進
県
（
特
に
ロ
ー
ヌ

河
岸
地
域
）
で
そ
の
比
率
が
大
き
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
時
期
ご
と
に

み
る
と
宗
派
系
初
等
学
校
・
生
徒
数
は
フ
ァ
ル
ー
法
以
降
に
顕
著
に
増
加
し
、
逆

に
フ
ェ
リ
ー
法
以
降
に
減
少
し
て
い
く
（
こ
の
減
少
の
な
か
で
宗
派
系
初
等
学
校

に
占
め
る
私
立
の
比
率
が
増
加
し
、
次
第
に
世
俗
系
公
立
初
等
学
校
と
宗
派
系
私

立
初
等
学
校
に
二
分
さ
れ
て
い
く
）
。
つ
ま
り
著
者
に
よ
れ
ば
、
宗
派
系
初
等
学
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校
の
展
開
は
学
校
数
や
在
籍
生
徒
数
と
は
異
な
り
、
立
法
か
ら
直
接
影
響
を
受
け

て
い
た
の
で
あ
る
。
次
に
、
宗
派
系
初
等
学
校
に
お
い
て
は
、
宗
派
系
女
子
教
師

の
増
加
に
よ
る
男
女
別
学
化
の
推
進
、
学
校
規
模
の
拡
大
、
さ
ら
に
は
無
償
化
の

推
進
（
第
二
帝
政
期
に
約
三
分
の
二
が
無
償
）
と
安
価
な
授
業
料
に
よ
る
出
席
率

の
上
昇
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
教
育
の
世
俗
化
へ
の
抵
抗
に
は
宗
教
的
要

因
に
加
え
経
済
的
要
因
も
存
在
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
以
上
の
検
討
か
ら
、
従
来

初
等
教
育
の
後
退
と
み
な
さ
れ
て
き
た
、
第
二
帝
政
期
以
降
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
役
割
は
見
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
確
か
に
共
和
派
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
闘
争
は
存
在
し
た
し
、
宗
派
系
初
等
学
校
の
増
加
は
共
和
主
義
的
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
に
と
っ
て
汚
点
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
宗
派
系
初
等
学
校
は
多
く
の
側

面
で
世
俗
系
初
等
学
校
を
補
完
し
な
が
ら
、
初
等
教
育
の
全
体
的
発
展
に
寄
与
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
民
衆
の
社
会
的
上
昇
の
可
能
性
と
い
う
問
題
に
関
し
て
、
本
書
は
教

師
と
ポ
ス
ト
初
等
教
育
と
い
う
テ
ー
マ
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
ま
ず
教
師
に
つ
い

て
、
そ
の
数
は
↓
八
三
七
～
一
九
〇
六
年
の
間
に
倍
増
し
、
こ
れ
は
人
口
増
加
よ

り
も
急
激
で
あ
る
。
県
ご
と
の
教
師
分
布
も
世
紀
前
半
に
分
散
化
し
は
じ
め
、
教

師
は
着
実
に
普
及
し
て
い
た
。
ま
た
、
対
学
校
比
と
対
生
徒
身
の
教
師
数
の
増
加

か
ら
ク
ラ
ス
規
模
の
縮
小
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
こ
と
か
ら
初
等
教
育
の
質
が
向
上

し
た
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
変
化
に
伴
い
、
教
師
の
社
会
的
地
位
も
上
昇
す
る
。

当
初
教
師
の
地
位
は
極
め
て
低
か
っ
た
が
、
副
業
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ー
ン
当
局
や

聖
職
者
の
政
治
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
な
か
で
、
ロ
ー
カ
ル
な
場
で
の
威
信
を
獲
得
し

た
の
で
あ
る
。
第
二
帝
政
期
に
は
、
師
範
学
校
卒
の
学
力
証
明
書
を
持
つ
教
師
が

増
加
し
（
一
八
六
三
年
に
約
五
割
）
、
公
的
資
格
が
そ
の
地
位
を
支
え
て
い
く
よ

う
に
な
る
。
第
三
共
和
政
期
に
は
、
師
範
学
校
の
充
実
に
よ
っ
て
教
師
養
成
が
本

格
化
し
、
初
等
教
育
の
さ
ら
な
る
質
の
向
上
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
く
。
と
こ
ろ
で

師
範
学
校
で
は
、
約
九
割
の
生
徒
が
奨
学
生
と
し
て
、
授
業
料
を
一
部
ま
た
は
全

額
免
除
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
民
衆
に
と
っ
て
師
範
学
校
は
エ
リ
ー
ト
へ
の
道

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
師
範
学
校
と
同
様
に
、
中
等
教
育
と
は
異
種
の
ポ
ス
ト
初
等

教
育
と
定
義
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
成
人
講
座
（
O
O
鍔
円
o
o
　
畠
》
千
島
儲
囲
酔
O
q
り
）
と
上
級
初

等
学
校
（
①
8
回
。
葺
琶
卑
。
ω
毛
鼠
。
鑓
）
が
あ
っ
た
。
ま
ず
一
般
的
傾
向
と
し
て

成
人
講
座
と
上
級
初
等
学
校
は
、
在
籍
生
徒
数
が
初
等
学
校
に
較
べ
て
極
め
て
少

な
い
た
め
、
初
等
学
校
と
は
異
な
っ
た
展
開
が
み
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は

地
域
格
差
が
極
め
て
大
き
く
、
人
口
の
集
中
し
た
地
域
に
設
立
さ
れ
、
し
た
が
っ

て
識
字
率
や
富
裕
度
と
正
の
相
関
関
係
に
あ
っ
た
。
成
人
講
座
は
一
八
三
六
年
に

公
認
さ
れ
、
当
初
は
ギ
ゾ
ー
法
の
対
象
外
に
あ
る
非
学
童
を
対
象
と
し
た
が
、
初

等
学
校
へ
の
通
学
が
常
態
化
す
る
な
か
で
、
学
力
不
足
を
補
う
文
盲
矯
正
機
関
と

し
て
の
役
割
を
強
め
、
デ
ュ
リ
ュ
イ
改
革
期
に
繁
栄
す
る
。
そ
し
て
、
第
三
共
和

政
期
以
降
は
制
度
改
正
が
な
さ
れ
、
実
学
を
教
授
す
る
ポ
ス
ト
初
等
教
育
機
関
と

　
　
ロ
　
な
る
。
一
方
、
ギ
ゾ
ー
法
で
制
度
化
さ
れ
た
上
級
初
等
学
校
は
広
範
に
普
及
せ
ず

第
二
帝
政
期
に
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
第
三
共
和
政
期
に
再
興
さ
れ
小
規
模
な
が
ら

存
続
し
た
。
以
上
か
ら
、
師
範
学
校
と
同
様
に
成
人
講
座
と
上
級
初
等
学
校
に
お

い
て
も
、
民
衆
の
学
習
意
欲
と
社
会
的
上
昇
へ
の
期
待
が
認
め
ら
れ
る
が
、
制
度

上
の
整
備
が
完
全
に
果
た
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
民
衆
に
と
っ
て
エ
リ
ー
ト
へ
の

道
は
狭
き
門
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
ポ
ス
ト
初
等
教
育
の
存
在
に

よ
り
、
学
齢
外
の
生
徒
が
多
か
っ
た
初
等
教
育
が
い
わ
ば
外
側
か
ら
境
界
づ
け
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
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第
三
に
、
著
者
は
公
立
と
私
立
、
有
償
と
無
償
、
中
央
集
権
と
地
方
分
権
な
ど

を
明
ら
か
に
す
る
鍵
と
な
る
、
教
育
予
算
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
教
育
予

算
は
経
常
収
支
と
臨
時
収
支
に
大
別
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
般
的
傾
向
を
探
る

た
め
に
経
常
収
支
を
検
討
し
た
い
。
経
常
収
支
の
財
源
は
、
授
業
料
（
一
八
五
〇

年
で
認
識
～
五
フ
ラ
ン
）
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
教
育
税
、
国
家
予
算
な
ど
か
ら
な
る
。

使
途
の
大
部
分
は
教
師
の
給
料
で
、
ほ
か
に
教
室
や
教
師
用
住
居
の
賃
貸
料
な
ど

が
あ
っ
た
。
予
算
額
は
、
一
八
三
七
年
か
ら
一
九
〇
七
年
ま
で
の
約
七
〇
年
間
で

約
三
〇
倍
に
な
る
。
こ
の
間
の
国
家
予
算
の
増
加
が
約
四
倍
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

初
等
教
育
の
重
要
性
が
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
時
期
ご
と
の
変
化
を
み
る
と
、

第
二
帝
政
初
期
ま
で
は
コ
ミ
ュ
ー
ン
財
源
（
そ
の
大
半
が
授
業
料
）
の
占
め
る
割

合
が
高
く
（
例
え
ば
五
五
年
に
は
約
七
五
％
）
、
地
方
教
育
行
政
に
は
ロ
ー
カ
ル

な
利
害
が
反
映
し
て
い
た
。
し
か
し
、
六
二
年
以
降
は
国
家
財
源
の
占
め
る
割
合

が
増
加
し
（
コ
ミ
ュ
ー
ン
財
源
率
は
八
二
年
に
は
約
二
〇
％
ま
で
低
下
す
る
）
、

一
方
で
コ
ミ
ュ
ー
ン
財
源
に
授
業
料
の
占
め
る
割
合
も
低
下
す
る
。
次
に
予
算
額

と
就
学
率
と
の
関
連
を
み
る
と
、
立
法
を
境
に
し
た
変
容
が
み
ら
れ
る
。
↓
八
三

七
～
五
〇
年
に
は
就
学
率
の
上
昇
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
予
算
が
増
加
す
る
こ
と
か

ら
、
学
校
の
な
い
地
域
に
予
算
が
多
く
配
分
さ
れ
、
そ
れ
が
直
接
就
学
率
の
増
加

に
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ
る
。
第
二
帝
政
期
に
予
算
増
加
率
は
就
学
率
や
学
校
数
の

増
加
率
を
上
回
り
は
じ
め
、
そ
こ
に
は
教
師
の
給
料
の
増
額
や
ク
ラ
ス
規
模
の
縮

小
、
幼
稚
園
の
普
及
な
ど
初
等
教
育
の
質
へ
の
シ
フ
ト
が
生
じ
て
い
た
。
第
三
共

和
政
初
期
に
は
、
予
算
増
加
率
が
さ
ら
に
上
昇
す
る
。
こ
れ
は
教
員
の
養
成
や
資

質
の
向
上
、
教
育
行
政
の
充
実
な
ど
質
的
な
側
面
の
さ
ら
な
る
改
善
を
反
映
し
て

い
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
著
者
は
、
教
育
予
算
の
変
化
は
立
法
か
ら
大
き
く
影
響

を
受
け
、
教
育
行
政
の
集
権
化
を
如
実
に
反
映
す
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
最
後
に
本
書
の
ま
と
め
と
課
題
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
で
提
示
さ
れ
た
新
た
な
課
題

を
整
理
し
、
あ
わ
せ
て
評
者
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
。

　
第
一
に
、
本
書
は
初
等
教
育
の
進
展
と
諸
立
法
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
ギ
ゾ
i

法
以
前
の
学
校
数
と
在
籍
生
徒
数
の
増
加
、
デ
ュ
リ
ュ
イ
改
革
以
前
の
女
子
生
徒

数
の
増
加
、
フ
ェ
リ
ー
法
以
前
の
義
務
教
育
と
相
当
程
度
の
無
償
教
育
の
達
成
を

明
ら
か
に
し
た
。
そ
こ
に
は
、
①
学
校
数
の
増
加
と
就
学
率
の
上
昇
、
②
出
席
率

の
増
加
と
就
学
年
数
の
拡
大
、
③
教
師
や
設
備
の
質
の
向
上
、
に
つ
い
て
、
規
則

的
か
つ
持
続
的
な
進
展
が
存
在
し
た
こ
と
が
検
証
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

従
来
指
摘
さ
れ
た
上
か
ら
の
変
容
と
無
知
な
親
の
抵
抗
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
は
妥
当

性
を
失
う
。
つ
ま
り
、
初
等
教
育
の
進
展
は
立
法
以
前
か
ら
存
在
し
、
立
法
は
制

度
化
に
よ
り
現
状
を
追
認
し
、
そ
れ
を
よ
り
強
固
に
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
方
で
県
ご
と
の
格
差
が
縮
小
す
る
こ
と

か
ら
、
徐
々
に
教
育
行
政
が
集
権
化
さ
れ
初
等
教
育
の
均
質
化
が
進
展
す
る
も
の

の
、
他
方
で
県
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
的
影
響
力

が
残
存
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
著
者
は
フ
ラ
ン
ス
一
九
世
紀
の
初
等
教
育
が
、
上
か
ら
の
一
方
的
押

し
つ
け
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
・
教
会
・
親
・
政
府
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
確
か
に
教
育
行
政
は
集
権
化
さ
れ
た
し
、
初
等
教
育

を
め
ぐ
る
対
立
も
存
在
し
た
。
し
か
し
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
教
会
や
民
衆
や
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介紹

コ
ミ
ュ
ー
ン
は
主
体
的
に
初
等
教
育
に
関
与
し
つ
づ
け
た
し
、
初
等
教
育
の
必
要

性
と
、
初
等
学
校
に
お
い
て
両
親
へ
の
尊
敬
、
労
働
の
価
値
、
誠
実
さ
の
重
要
性
、

愛
国
心
を
教
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
を

背
景
と
し
て
、
初
等
教
育
の
公
的
シ
ス
テ
ム
が
徐
々
に
一
体
性
を
獲
得
し
な
が
ら

確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
課
題
が
提
起
さ
れ
る
。
上
記
コ
ン
セ
ン
サ

ス
が
ロ
ー
カ
ル
な
利
害
関
係
の
な
か
で
形
成
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
初
等
教
育
は
ど

の
よ
う
に
し
て
生
活
や
文
化
の
異
な
る
各
地
域
住
民
に
と
っ
て
、
同
様
に
価
値
あ

る
も
の
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
何
故
初
等
教
育
は
農

民
や
貧
民
に
さ
え
、
あ
る
い
は
授
業
料
負
担
が
あ
っ
て
も
受
容
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
に
関
し
、
著
者
は
仮
説
と
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
生
活
態
度
や
心
性
の
部

分
的
共
有
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
本
書
出
版
後
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
、
著
者
は
フ
ラ
ン
ス
語
版
の
束
論
で
次
の

よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。
ま
ず
学
校
数
に
つ
い
て
、
本
書
で
は
囚
人
の
学
校
や
工

場
付
設
学
校
が
欠
落
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
例
え
ば
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ジ
ャ

ケ
ー
フ
ラ
ン
シ
イ
ヨ
ン
は
、
一
九
世
紀
末
に
工
場
付
設
学
校
数
は
約
八
千
校
、
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

徒
数
は
約
二
〇
万
人
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。
著
者
は
、
こ
う
し
た
数
値
が
個
別
の

分
析
で
も
つ
重
要
性
を
認
め
つ
つ
も
、
本
書
の
結
論
が
基
本
的
に
は
変
更
さ
れ
な

い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
次
に
著
者
は
、
地
域
史
研
究
の
意
義
は
統
計
分
析
に

実
態
を
与
え
、
都
市
と
地
方
・
富
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
に
つ
い
て
、
初
等
教
育
の

複
雑
さ
と
多
様
性
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
地
域
の
自
律
性
の

考
察
に
よ
り
、
上
か
ら
の
初
等
教
育
の
創
造
で
は
な
く
、
民
衆
教
育
の
変
容
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
視
点
が
い
わ
ゆ
る
下
か
ら
の

歴
史
学
の
礼
賛
に
お
わ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
単
な
る
伝
統
的
制
度
史
学
の
裏
返
し

で
し
か
な
い
。
そ
こ
で
著
者
は
、
地
域
史
研
究
を
通
じ
て
初
等
教
育
を
め
ぐ
る
国

家
と
地
域
の
緊
張
関
係
を
検
証
す
る
際
に
は
、
そ
の
地
域
が
全
国
的
傾
向
に
追
随

し
た
の
か
否
か
、
ま
た
地
域
レ
ヴ
ェ
ル
の
多
様
性
が
全
国
的
傾
向
と
い
か
に
関
わ

る
の
か
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
の
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
、

著
者
は
視
学
官
を
挙
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
単
な
る
教
育
行
政
の
代
理
人
で
は
な
く
、

「
価
値
の
伝
道
者
（
竃
器
鰻
。
・
曾
く
跳
。
舞
ω
）
」
と
し
て
彼
ら
が
地
域
の
政
治
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
の
へ

に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
を
問
う
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
視
学

官
の
報
告
の
妥
当
性
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
統
計
学
的
方
法
の
詳
細
に
わ
た
る

説
明
と
女
子
教
育
を
め
ぐ
る
分
析
に
つ
い
て
は
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
最

後
に
、
評
者
の
関
心
か
ら
二
つ
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
。
第
一
に
、
例
え
ば
一

八
三
二
年
の
就
学
率
な
ど
あ
る
時
期
の
指
標
が
そ
の
後
の
展
開
に
影
響
を
も
つ
こ

と
は
確
か
だ
が
、
そ
の
指
標
は
い
か
な
る
要
因
に
規
定
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本

書
は
一
八
世
紀
以
来
の
初
等
教
育
の
連
続
的
進
展
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
こ
の
要

因
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
今
後
ア
ン
シ
ャ
ン
レ
ジ
ー
ム
期
の
研
究
と
の
接
合
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ワ

不
可
欠
と
な
る
だ
ろ
う
。
第
二
に
、
本
書
は
中
央
の
教
育
行
政
担
当
者
が
否
定
的

言
説
を
生
み
だ
す
の
は
、
地
方
の
教
育
行
政
担
当
者
の
努
力
を
促
す
た
め
で
あ
っ

た
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
言
説
に
は
問
題
化
の
機
能
も
存
在
す
る
の
で
は
な
い

か
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
行
政
担
当
者
へ
の
圧
力
だ
け
で
な
く
、
特
定
の
民
衆
像
や

農
民
像
を
具
象
化
す
る
不
断
の
プ
ロ
セ
ス
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
の
二
つ
の
問
題
点
の
検
討
を
つ
う
じ
て
、
新
た
な
視
座
が
開
け
て
く

る
。
す
な
わ
ち
、
初
等
教
育
の
確
立
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
、
再
び
社
会
史
に
接
続

す
る
視
点
で
あ
る
。
ア
ク
タ
ー
と
し
て
は
、
中
央
の
行
政
・
立
法
担
当
者
、
地
方
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西洋史論集

の
行
政
担
当
者
（
聖
職
者
を
含
む
〉
、
教
師
、
親
（
家
庭
）
、
そ
し
て
子
ど
も
が
存

在
す
る
。
こ
う
し
た
要
素
（
主
体
）
が
、
相
互
作
用
と
相
互
変
容
を
及
ぼ
し
あ
う

プ
ロ
セ
ス
、
絶
え
間
な
い
ア
プ
ロ
プ
リ
ア
シ
オ
ン
の
過
程
と
し
て
教
育
史
を
再
構

成
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
重
要
な
課
題
と
な
ろ
う
。

註
（
1
）
「
小
さ
な
学
校
」
に
つ
い
て
は
、
天
野
知
恵
子
「
ア
ン
シ
ャ
ン
u
レ
ジ
ー
ム
期

　
に
お
け
る
「
小
さ
な
学
校
」
一
研
究
の
現
状
と
今
後
の
課
題
」
『
思
想
』
七
四
一

　
号
、
一
九
八
六
年
を
参
照
。

（
2
）
こ
う
し
た
立
場
か
ら
の
研
究
と
し
て
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
〉
艮
。
駐
。
罪
。
。
・
計

　
亀
㍉
晦
§
誌
上
、
、
§
鴇
お
謹
ミ
ミ
§
等
§
＄
㌧
c
。
O
や
魅
魅
N
欝
病
堕
6
α
。
。
が
参
照

　
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
邦
語
文
献
之
し
て
は
、
梅
根
悟
監
修
『
世
界
．

　
教
育
史
体
系
』
第
九
巻
、
第
一
〇
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
五
年
、
小
．
山
勉
『
教

　
育
闘
争
と
知
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
』
御
茶
ノ
水
書
房
、
一
九
九
七
年
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）
こ
う
し
た
視
座
に
立
つ
研
究
と
し
て
は
、
小
山
前
掲
書
、
谷
川
稔
『
十
字
架

　
と
三
色
旗
　
も
う
一
つ
の
近
代
フ
ラ
ン
ス
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
な
ど

　
が
あ
る
。
近
年
で
は
、
前
田
更
子
氏
が
こ
う
し
た
二
項
対
立
へ
の
還
元
を
問
題

　
視
し
、
国
家
や
教
会
が
決
し
て
一
枚
岩
で
は
な
く
多
様
性
を
も
つ
こ
と
や
ユ
ニ

　
ヴ
ェ
ル
シ
テ
の
自
律
性
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
や
教
育
行
政

　
の
再
評
価
、
さ
ら
に
こ
の
点
に
関
連
し
て
国
家
統
治
原
理
を
再
検
討
し
て
い
る
。

　
前
田
更
子
コ
九
世
紀
前
半
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
公
教
育
と
国
家
－
七
月
王
政

　
期
の
ユ
ニ
ヴ
ェ
ル
シ
テ
を
め
ぐ
っ
て
一
」
『
史
学
雑
誌
』
、
第
一
〇
九
編
第
六
号
、

　
二
〇
〇
〇
年
。

（
4
）
地
域
に
お
け
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
闘
争
の
研
究
と
し
て
は
、
谷
川
前
掲
書
、
お
よ

　
び
同
「
司
祭
と
教
師
－
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
農
村
の
知
・
モ
ラ
ル
・
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
」

　
谷
川
稔
他
『
規
範
と
し
て
の
文
化
』
平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
を
参
照
。
ま
た
教

　
師
に
関
し
て
は
、
頴
ぼ
。
弓
。
閃
。
げ
。
乱
あ
畠
①
胃
。
『
卜
禽
、
誌
ミ
帖
㌣
題
き
向
ミ
ミ
§
鑓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
」
c
。
胴
丸
。
。
恥
N
噂
践
・
・
二
＄
分
骨
鵠
鳶
。
陣
。
・
智
。
碧
①
サ
蒸
器
。
一
剛
国
。
戸
奪
勉
ミ
ミ
§
越
ミ
亀
ミ
貯

　
肉
魯
§
、
帖
ミ
翁
貯
驚
審
題
帖
§
翫
、
幅
謹
ミ
ミ
§
、
ミ
隔
題
、
逡
、
禽
§
ミ
ぎ
菖
譜
貯

　
ミ
§
ミ
き
器
量
§
ミ
ミ
ミ
瀞
。
o
ミ
上
限
軸
舜
ド
謹
P
一
壌
汐
谷
川
前
掲
書
お
よ

　
び
前
掲
論
文
、
上
村
祥
二
「
村
の
小
学
校
教
師
－
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け

　
る
教
職
の
確
立
」
『
ユ
ス
テ
ィ
テ
ィ
ァ
ー
』
、
一
九
八
八
年
な
ど
が
あ
る
。
谷
川

　
氏
は
地
域
的
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
闘
争
の
分
析
か
ら
新
た
な
教
師
像
を
提
起
し
た
。

　
た
だ
し
司
祭
、
村
長
、
教
師
な
ど
の
ア
ク
タ
ー
が
外
部
世
界
と
関
わ
る
こ
と
は

　
示
さ
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
な
分
析
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（
5
）
窪
α
・
一
尺
響
㌔
§
§
、
コ
§
等
§
ぎ
§
、
き
恥
§
譜
ミ
“
ミ
帖
§
黛
沁
ミ
ミ

　
等
§
融
達
N
O
丸
ミ
《
Q
。
酔
選
8
轟
一
掃
ひ
　
児
玉
智
子
「
七
月
王
政
期
の
民
衆
教

　
育
に
関
す
る
一
考
察
1
教
育
の
制
度
化
と
問
題
点
l
U
『
駿
台
史
学
』
六
九
号
、

　
一
九
八
七
年
。
児
玉
氏
は
K
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
研
究
を
も
と
に
、
初
等
教
育
に

　
対
す
る
民
衆
の
同
意
の
形
成
過
程
を
分
析
し
て
い
る
。
な
お
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
は

　
初
等
教
育
普
及
の
最
大
の
障
害
と
し
て
、
民
衆
の
無
関
心
と
貧
困
を
挙
げ
て
い

　
る
。
（
6
）
本
書
の
共
著
者
で
あ
る
レ
イ
モ
ン
ド
・
グ
リ
ュ
ー
は
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
歴
史

　
学
科
教
授
で
、
「
社
会
と
歴
史
の
比
較
研
究
（
O
o
聖
意
襲
幽
く
o
Q
。
窪
黛
。
。
・
貯
Q
。
。
。
憲
k

　
選
島
聾
。
・
8
運
）
」
の
編
者
の
一
人
と
し
て
、
近
代
社
会
の
比
較
史
的
考
察
を
お
こ

　
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ト
リ
ッ
ク
・
J
・
ハ
リ
ガ
ン
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
大

　
学
の
歴
史
学
科
教
授
で
、
一
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
教
育
史
を
研
究
対
象
と
し
て

　
い
る
。
ハ
リ
ガ
ン
に
は
、
編
者
と
し
て
§
帖
§
自
薦
駄
等
§
簿
ミ
§
、
§
藁
§
、

　
ミ
誌
ミ
§
晦
討
N
隷
ミ
亀
o
Q
ミ
鳴
§
6
ミ
N
§
譜
穿
ミ
恥
ミ
N
や
㌧
ミ
や
≦
碧
。
謡
o
ρ

　
罵
。
。
O
い
単
著
と
し
て
§
伽
ミ
営
肉
ミ
禽
§
犠
肉
§
鳥
ミ
咄
§
斗
㌻
§
息
象
。
紺
爵
駄

　
、
書
恥
象
§
織
肉
ミ
慧
郵
≦
p
・
欝
幽
o
ρ
賂
。
。
O
が
あ
る
。

（
7
）
地
域
史
、
社
会
史
的
な
研
究
と
し
て
は
ア
ン
シ
ャ
ン
レ
ジ
ー
ム
を
射
程
に
収

　
め
て
い
る
も
の
と
し
て
剛
錯
碧
。
勝
胎
毒
四
望
融
。
轄
。
。
・
O
N
o
耳
緊
誌
ミ
野
ミ
鰹

　
、
、
織
工
ぎ
隷
譜
ミ
執
§
§
、
§
饗
貼
砺
魯
壽
§
O
ミ
《
§
降
§
、
禽
譜
、
9
P
＜
o
貫

　
評
欝
w
賂
司
が
あ
る
。
ま
た
、
リ
ム
ー
ザ
ン
地
方
に
つ
い
て
は
児
玉
前
掲
論
文
、

　
バ
ス
陪
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
に
つ
い
て
は
原
聖
「
ブ
ル
ト
ン
語
の
抑
圧
と
擁
護
一

　
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
の
公
教
育
体
制
と
少
数
派
言
語
運
動
1
」
『
思
想
』
第

一110一



介紹

　
六
九
七
号
、
一
九
八
五
年
、
イ
ル
睡
工
ほ
ヴ
ィ
レ
ヌ
県
に
つ
い
て
は
小
田
中
直

　
樹
「
フ
ラ
ン
ス
近
代
社
会
　
一
八
一
四
一
一
八
五
二
』
木
鐸
社
、
一
九
九
五
年
半

　
参
照
。

（
8
）
↓
つ
の
例
と
し
て
、
サ
イ
ー
ド
の
議
論
を
援
用
し
、
一
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス

　
が
国
民
統
合
を
推
し
進
め
る
一
方
で
、
内
な
る
他
者
と
し
て
の
農
民
を
創
出
し

　
つ
づ
け
た
と
い
う
レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
摘
が
あ
る
。
智
罠
①
。
・
塑
び
。
ぎ
貯
σ
q
ψ
、
§
旨
ミ

　
§
職
ミ
§
さ
、
6
ミ
、
ミ
ミ
G
o
ミ
8
㌧
譜
沁
ミ
黛
建
ミ
僑
b
ミ
ミ
鴫
、
譜
≧
誌
器
§
ミ

　
◎
鴨
ミ
謎
§
O
帥
欝
げ
献
題
α
Q
ρ
回
向
沖
薯
“
P
－
ひ
，

（
9
）
ル
イ
・
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
（
柳
内
隆
訳
）
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
国
家
の
イ
デ
オ

　
ロ
ギ
ー
装
置
」
『
ア
ル
チ
ュ
セ
…
ル
の
く
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
〉
論
』
三
交
社
、
一
九

　
九
三
年
、
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
、
ジ
ャ
ン
ー
ク
ロ
ー
ド
・
パ
ス
ロ
ン
（
宮

　
島
喬
訳
）
『
再
生
産
〔
教
育
・
社
会
・
文
化
〕
』
藤
原
書
店
、
一
九
九
一
年
な
ど

　
を
参
照
。

（
1
0
）
こ
の
初
等
教
育
統
計
以
外
に
も
、
本
書
は
一
八
＝
二
、
二
一
、
三
二
、
七
二

　
年
の
県
ご
と
の
デ
ー
タ
と
、
一
八
二
六
、
四
〇
、
四
三
、
四
七
年
の
国
家
単
位

　
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
い
る
。

（
1
1
）
著
者
は
在
籍
生
徒
数
に
関
す
る
統
計
の
不
完
全
さ
と
し
て
、
非
公
認
組
織
や

　
家
庭
教
師
の
下
の
生
徒
数
、
記
録
の
非
統
一
性
と
不
完
全
性
（
調
査
方
法
の
変

　
化
や
意
味
内
容
の
変
化
）
や
人
口
移
動
な
ど
に
よ
る
重
複
、
領
土
変
更
に
よ
る

　
増
減
、
未
報
告
人
口
の
存
在
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

（
1
2
）
就
学
率
は
1
0
0
％
を
上
回
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
著
者
は
こ
の
原
因
と
し
て
、

　
学
齢
外
の
生
徒
の
存
在
、
（
1
1
）
で
述
べ
た
重
複
な
ど
を
指
摘
す
る
。

（
1
3
）
一
年
の
登
校
日
を
九
ヶ
月
と
す
れ
ば
六
七
％
で
あ
る
。
し
か
し
、
出
席
率
を

　
把
握
す
る
際
に
、
年
度
始
め
を
一
月
と
す
る
か
九
月
と
す
る
か
と
い
う
問
題
も

　
存
在
す
る
。
年
度
の
不
統
一
が
存
在
し
た
た
め
に
正
確
な
出
席
率
を
把
握
す
る

　
こ
と
は
さ
ら
に
困
難
と
な
る
。

（
1
4
）
サ
ン
匡
マ
ロ
・
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
線
の
歴
史
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
要
素
に
つ
い
て

　
は
、
ロ
ジ
ェ
・
シ
ャ
ル
チ
エ
（
天
野
知
恵
子
訳
）
「
サ
ン
目
マ
ロ
・
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ

　
線
」
ピ
エ
ー
ル
・
ノ
ラ
編
『
記
憶
の
場
　
フ
ラ
ン
ス
国
民
意
識
の
文
化
目
社
会

　
史
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
を
参
照
。

（
1
5
）
赤
司
道
和
「
七
月
王
政
期
の
「
労
働
者
文
化
」
の
一
断
面
ー
パ
リ
男
子
服
忌

　
立
て
工
を
中
心
に
一
」
『
史
苑
』
一
二
四
号
、
一
九
八
○
年
、
五
1
＝
二
頁
。

（
1
6
）
な
お
、
公
式
統
計
が
世
俗
系
と
宗
派
系
を
分
離
す
る
の
は
一
八
五
〇
年
で
あ

　
り
、
世
紀
前
半
は
公
私
の
割
合
し
か
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
け

　
で
な
く
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
も
初
等
教
育
に
携
わ
っ
た
。
少
数
派
で
は
あ
っ
た
が

　
先
進
県
に
多
く
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
競
争
を
通
じ
互
い
に
影
響
を
及
ぼ
し
あ
っ

　
た
。
閏
冨
嵩
。
凶
ψ
閉
9
魚
陣
貯
。
盤
。
。
・
O
N
o
鼻
愚
●
o
誉
ρ
『
篭
■
。
。
。
。
b
ω
・

（
1
7
）
成
人
講
座
に
つ
い
て
は
、
七
月
王
政
期
の
労
働
者
に
関
し
て
赤
司
前
掲
論
文
、

　
第
二
帝
政
期
の
主
に
女
子
に
関
し
て
阪
本
佳
代
「
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
女
子
教

　
育
に
お
け
る
「
講
座
」
ー
レ
ヴ
ィ
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
の
「
母
親
教
育
講
座
」
を
例

　
に
し
て
一
」
『
西
洋
史
学
報
』
第
二
⊥
ハ
号
、
一
九
九
九
年
、
お
よ
び
同
「
公
教
育

　
大
臣
デ
ュ
リ
ュ
イ
の
女
子
中
等
講
座
（
一
八
六
七
年
）
1
「
教
会
の
膝
元
」
か

　
「
ユ
ニ
ヴ
ェ
ル
シ
テ
の
腕
の
中
」
か
一
」
『
史
学
研
究
』
第
二
二
三
号
、
二
〇
〇

　
一
年
な
ど
が
あ
る
。

（
1
8
）
鴨
鑓
老
。
尉
智
。
澹
・
亀
鎧
臣
・
藷
。
鐸
さ
段
§
昏
題
譜
、
国
8
貯
§
㌣
蝿
、
魯
㌧
。
。
賦
－

　
㌦
。
。
M
9
噂
帥
講
“
6
3
“
噂
・
図
鰺
。
・
ヂ
ぴ
刈
－
ひ
P
圏
O
山
主
．

（
1
9
）
例
え
ば
ヘ
イ
ウ
ッ
ド
は
労
働
者
の
堕
落
と
不
道
徳
を
強
調
す
る
視
学
官
が
多

　
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
6
0
騨
麟
。
ヨ
o
o
μ
6
ミ
、
寒
8
栽
譜
ミ
ミ
織
題
ミ
㌣

　
6
§
ミ
蔓
㍗
§
亀
、
警
き
ミ
ミ
ミ
織
嵩
口
琴
§
早
秋
§
轟
ミ
§
騎
、
薄
　
．
．
良
霧
鴇
恥

　
、
竜
ミ
ミ
・
禽
、
“
9
羅
げ
ユ
島
σ
q
ρ
賂
。
。
。
。
”
唱
．
ち
一
．
そ
の
他
の
研
究
と
し
て
、
9
駐
欝
口

　
鋼
象
×
w
卜
§
竜
鳴
ミ
§
鳴
、
§
ミ
鳶
§
簿
笥
無
名
§
鑓
鴨
ミ
魯
　
団
場
S
㎏
①
露

　
幣
。
ヨ
9
卜
目
玉
竜
恥
ミ
§
鳶
譜
吻
転
8
、
禽
ミ
§
ミ
誌
g
　
、
。
。
繋
目
℃
＆
、
導
。
ミ

　
6
§
笥
ミ
こ
、
恥
ミ
Q
ミ
い
、
心
暴
P
く
。
回
」
噂
鼠
P
口
写
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
視
学

　
に
関
す
る
史
料
と
し
て
、
罫
蜜
接
。
朗
受
血
譜
ミ
§
鳳
S
、
塁
評
駐
“
一
。
。
ω
。
。

　
が
あ
る
。

（
2
0
）
一
八
世
紀
か
ら
の
識
字
と
初
等
教
育
の
持
続
的
進
展
に
つ
い
て
は
、
即
9
。
ε
9
。
・

　
欝
箆
妻
壁
。
ρ
器
ω
O
N
。
篤
§
ら
罫
二
を
参
照
。
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